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論    文    の    要    旨 
  
 本研究は、QCD 第一原理計算によるハイペロン間核力の研究である。２つのオメガ・バリオン間の静的
















ルギー実験の進展により、u,d クォークの次に重い s クォークを含むバリオン（ハイペロン）と核子の相互作
用も調べられるようになった。 





CP-PACS/JLQCD Collaboration と CP-PACS Collaboration により JLDG/ILDG データグリッドに公開さ
れている２個の 2+1 フレーバー格子 QCD 配位を使った。前者は、π中間子質量〜 880 MeV, オメガ・
バリオン質量〜 2100 MeV, 格子サイズ〜 1.9 fm で、後者は、π〜 700 MeV, オメガ・バリオン〜 1970 
MeV, 格子サイズ〜 2.9 fmである。これらの配位上で、オメガ・バリオンの南部・ベーテ・サルペータ波動




審    査    の    要    旨 
〔批評〕 
 ハイペロンの性質は、低エネルギー原子核実験におけるハイパー核（ハイペロンを含む原子核）だけで
なく、中性子星の状態方程式を理解する上でも重要な役割を果たすと考えられている。未知の部分が多
く、模型による研究では、定性的性質でも明確な結論を出せないことが多い。HAL QCD法は QCD第一
原理からバリオン間相互作用（核力）を評価する強力な手法で、ハイペロンの系統的研究が進められてい
る。この研究は、その一環として、２つのオメガ・バリオン間のポテンシャルを計算したものである。u,d クォ
ークの質量が現実のものよりいくらか重く、格子の空間的大きさも十分大きくない、などの制限はあるが、
オメガ・バリオン間ポテンシャルを HAL QCD法により初めて評価し、興味深い結果を得た。現実との直接
的比較にはさらなる改良が必要だが、本論文は、理論的考察から数値計算まで丁寧に遂行しており、今
後の発展の基礎となる研究である。博士論文として十分な水準にあるものと認められる 
 
〔最終試験結果〕 
 平成２７年２月１３日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
